
JICAプロジェクト関係者が優先される可能性がある。

【事前活動】出身国の都市内道路整備の現状と課題、所属組織及び参加者の所掌業務内容等に
かかるジョブレポートの提出
【本邦活動】
1.(1)都市計画道路（自動車専用道路、幹線街路、区画街路等）、都市内道路分類（主要幹線道
路、幹線道路、補助幹線道路等）
　(2)都市内道路の役割（交通、ライフライン（電気・ガス・水道等）、人々の生活空間、防災
等）、道路整備の歴史
2.(1)渋滞対策（体系的な道路網の整備、ボトルネックの解消、交通需要マネジメント、ITS、
マルチモーダル）
　(2)安全対策（交通事故/負傷者数の推移、交通安全対策事例、警察との連携、交通規制）
　(3)環境対策（自動車排気ガス、振動、騒音等を低減する環境対策、緑化等）
　(4)ライフサイクルコストの最小化、予防保全（既存道路ストックの点検・管理体制の充実、
計画・設計・施工の各段階における予防保全システムの導入）
3.施工計画、施工技術（急速施工技術、近接施工法等）
4.アクションプラン作成
【事後活動】
1.本邦研修内容・アクションプランの所属組織への共有
2.アクションプランの実施、進捗報告
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【案件目標】
都市内道路整備の特有の課題に対する日本における取組みについて理解を深め、効果的・効率
的な都市内道路整備能力が向上される。

【成果】
1.都市内道路整備にかかる基礎的事項を理解し、所属組織へ説明・共有できる
2.都市内道路の抱える様々な課題とその対策について理解し、所属組織へ説明・共有できる
3.都市内道路特有の計画・施工上の様々な制約条件とその対処法について理解し、所属組織へ
説明・共有できる
4.アクションプランを作成し、所属組織へ説明・共有できる

目標／成果

内　容

【対象組織】
都市内道路の整備を担当する行政組織（中
央省庁、地方自治体（首都等））関連分野
での我が国の協力実績がある（もしくは予
定されている）組織を優先する。

【対象人材】
都市内道路の担当である技術系行政官
備考1:Civil Engineeringの大学レベルの
専門知識があれば望ましい
備考2:関連分野での職務経験が5年以上あ
ることが望ましい
備考3:日本のODA事業のカウンターパート
を優先する
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全世界対象国の条件：

副分野課題：

都市内道路の担当技官を対象とし、都市内道路の役割・機能、計画・施工上の様々な制約条件を認識し、渋滞対策、交通安全対策、環境対
策、施工計画、特殊施工技術、急速施工技術等の都市内道路整備に特有の課題に対する本邦における取組みを通じて、効果的・効率的な都
市内道路整備能力の向上を図る。
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